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上水道における遠方監視制御システム
SupervisorY ControISYStem for Water SuppIY

The water supply p】ant consists of∂Waterintake plant′∂Wate｢Pu｢ification

plant where w∂teris filtered a†ter purification bv chemicals.∂nd a water

distribution pl∂ntWhich supplleS PUrified watertotheusers.Atthesepほnts.wate｢

level.w∂ter flow′etC.∂｢eheld undercontrolatai=imes′andsleadvwate｢suppIvIS

ensured bv cont｢○=ng pumps ∂nd valves.The supe｢viso｢v cont｢oIsystemis

‥¶ended for these plant†acilities′ rationalizing pほnt operation and s∂Vlng

m∂∩一POWer.1fthissvstemiscombinedwhh∂COmPuter.highe｢deg｢eeofautomatic

∂ndcent｢alizedcont｢01canbe｢e∂lizedthroughautomatjonanddatap｢ocesslng.

ll 緒 言

近サー,耶‾心及びそのJごヨ辺への人【1の賑rfりとが′准ふ,_1二水の

′.‾に要は叩大しているし,_卜水道設備ほノヾ形化､仁こ城化する一方,

バく兆{の確保が貸任Lくな′ノてきている.__.このため,従来の八手

による逆転では処理できなくなり,設備及び水資i城のイ】I効桶

川,逆転のでナ押化､黙■ノJ化をF+的とL7二卜水道の壌小過プ了監

ネ朋刀=卸システムが存郡‾i†JでJ十F吼 り三施されている｡〕_卜水道の

り三小滋ソテ監視制御システムは多数グ)制御対取殺怖が伍ニュ戎に放

/l三している二･と.-設備により監視制御J主て汁放が刈三浦に興なる

ことなどを巧▲膚､する必要がある.=.

本稿では,卜水道におけるう去プ了監手朋州訓システムの旭川例

に′_八一て述べるこ}

田 上水道設備の概要

上水道設備には,水の′t産と輸送という_‾二つの目的がある.,

すなわち,水i原から1放水した原水を飲料水として使用するた

めに沈殿,薬品注入,ろ過など一一連の処手堅を行なうことが牛

辣である｡その生産Lた水を各需要′家に応じ,安芯供給する

ことが水の輸送である｡

ニ欠に上水道設備の機能を簡単に説明する｡匡=は一一般白勺な

卜水道設イ備の構成と監視制御項し了を示したものであるしつ

(1)取水場
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図l 上水道の言針篇構成と制御,監視項目 河川や地下水の原水は,

各種処理により飲料水となり需要家に供給される｡
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*【J､二仁;盟作所人rみか_r二甥 **

fト工聖上州三巾鶴′,一に･ト葉木邦

毒令木正義*

古賀勇二*

白井清三*

福沢猶安**

〃〟5〃〃〃方J】JSI上之〟んJ■

y蒜/J方叩d

5(ざ～z∂ 5/r(1/

八b-′〟〃ざ〟+nJ如▲～〃tl･d

取水道に噂水した悦水は,取水r_1の前巾=二設けられたスク

リーンで席蟻,子兎木などが除去される｡また砂,浮遊物は沈

班芝地に導き沈殿させる｡その後原水はぎ争水場へ送水されるが,

人邪心近郊では近くに水ミ憤を得にく くなったため,取水源が

Lだいに遠隔J也になってきておi),や水ポンプでブ争水場へ斥

力送水する例が多い｡取水場ではポンプ,弁を制御し､水位､

i充呈,ポンプ適性などを監視する｡

(2)i争水場

浄水土凱ま一着水井,沈殿池,ろ過池,英品注入案,沖水子也及

び送水ポンプ場から構成されている｡まず原水は着水井にり三

められ,原水二言長の調節が行乙･われるし)次に沈殿池で蝶水にミ鞋

l～7-(硫酒食バンド,ソMダJ火､パックなど)を注人して原水に含

まれる浮遊工物を凝集,沈上位きせる｡二の原水をろi坦池でろ過

L微粒十を除去Lた綬,塩素殺菌し飲料水とする｡卜水は浄

水池に貯水きれ,送水ポンプで†充量一凋節が行なわれ,触水池

へ送水される｡浄水場ではポンプ,弁,′受変電設イ鼠 薬品i主

人機を;別御し,水化,流量,水官′吾,電力などを監視する｢､

(3)胤水場

配水場は給水【東城に安定した水の供給を行なうため,需要

変動に応じ子ミ去る貯水谷量を保有L,配水流量調節を行なう｡

凧ユ水場では配水ポンプを利子卸し,水位,丁充量などを監視する｡

弁 制 御

ポ ン プ制 御

水 位 監 視

涜 量 監 視

弁 制 御

水 圧 監 視

流 量 監 視
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(4)配水管路綱

配水管路は需要′家〈＼の給水路であり､給水l_左城全域にわた

って権雉に肘管されている｡褐雉な地勢に対L妄延Lた水の供

給を行なうため,末端水柱管理ノ女び漏水l;〟⊥とを行な/ンているウ

ニこでは弁を括り御L,水拝,盲充量を監視する｢｡

田 上水道の集中遠方監視制御システム

3.1集中遠方監視制御のニーズ

従来,_t二水道の運転は各機場に操作与iを配置L,機場州7J二

｢1ijc乃連絡をとりつつ逆転していた｡しかし､_J二水のぷ安が増

人し,設備がは城に分散化Lてきたため,従来の方法では処

理できなくなり,下記のような対1芯策が必二要にな1てきた｡

すなわち､

(1)砧効率逆転による設備の†ナ禅的逆用

(2)人件費増加に†半う省力化

(3)沈砂池,配水池のように環境条件が悪く,操作員を常駐

させられない機場の無人化

である｡これに対んむするためには,広j或に散在する設備を遠

方監視制御により集中管理し,自動化することが必要である｡

3.2 上水道の遠方監視制御システム構成

遠■方監視制御は,遠隔グ)地点にある機器を伝送路を介して

制御及び監視するテレコントロ【ル機能と,多数の計測量を

遠隔地から伝送路を介して伝送するテレメータ機能とがある｡

図2は上水迫の集中遠方監視制御システムの底本構成を′+ミ

すものである｡集中遠方監視制御は従来,各機場で個々に行

なっていた副手卸,監視機能を一個所に集中し管用するもので

ある◆｡したがって,親局は制御指令をJ上_i力する監視制御卓,

各機場の水位,流量,弁閑性,′受変電設備状態などプロセス

全体の動作状態を監視するための監視盤及び親局から遠く離

れた機場(‾r-J占)とのデータ送度信のための送一三信装置から構
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+図2

上水道集中遠方

監視如御システムの基

本構成 集中遠方監視制

御のシステム構成及び機能

を示す｡

Fiq.2 Basic St｢uct-

ure of Centra】ized

Supe｢viso｢y Cont｢oI

System on Wate｢

Supply

成されているてつ 他方,了局はデータ送′三信のための送′受信装

i琶､.汁測装置から構成されている｡

親んJの電イ･計算機は,_卜水道システムの捻子ナ管理を行なう

ものであり,その代表的な機能としては下記のものがあり,

これらはシステム規ヰ莫に一打じてi彗ばれる｡

(1)送配水計画,負荷高安予測などによる設備及び水資源の

メ】ム直進用L〕

(2)電十計算機制御による自動運転

(3)日報作成など日常業務の効率化

(4)水道施設の維持経費など経営資料の収集,提供｡

3.3 上水道の集中遠方監視制御システムにおける検討事項

卜水道に駐中遠方監視音別御装置を適用するに際し,次のよ

うな山を検言寸しなければならない〔

(1)取水場かノ〕戸妃水管路網まで制御対象設備が多く､かつ広

域に散在してし-るため制御対象の規模と遠方制御システムの

構成(子局数,親局の設置場所など)｡

(2)監視制御項目数が機場により大幅に異なる｡

′ト規模ポンプ場,円己水ブ也のように項目数が数点しかない機場

と取水場や浄水場のように数百点に及ぶ機場がある｡

(3)制御の種類

別御には,ON-OFF制御,調整制御及び設定値利子卸がある｡

(4)制御イ言サ,計測,表示信号の伝達及び収集時間の検討｡

取水場,浄水場のように制御二項目数が多く,かつ制御信号,

i汁測,表示イ言_言号の伝送遅れによる制御への宗き響が大きい機場

と,配水ポンプ場,配水管路綱のように,比較的低速が許容

きれる機士募とがある｡

(5)Jユこ城に散在する機場間叫昔報伝送路

伝送路には有線(自′哀弔柑ケ【ブル,日本電信電話公社線),

無線とがある｡

上述の事項を検討して,克之適な集中遠方監視制御システム
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図3 ′ト規模遠方監視制

御システム 日立遠方監

視制御装置SPR140Cを適用し

た小規模システムの適用例を

示す｡

Fiq.3 B-ock Di郎】｢am

Of Supe｢viso｢y Cont｢-

OISystem on Small

Scale Wate｢Supply

取 水 場

注:P =ボン7n

SPR140C SPR140C

を構成するためには,プロセろの規模,プロセスから要求さ

れる機能及び件能,すなわち対象イ･局数,監視制御項目数､

制御の種類,伝送速度,計測精度,伝送路の形態などの条件

により機種を選;呈することが重要である｡

田 上水道の遠方監視制御システム例

上水道の遠方監視制御システムは,取水場,浄水場のよう

な大きな機場を制御する′ト規模遠方監視制御システム,収水

中央監斬

郡監儀一

浄 水 場 配 水 場

+

から配水までの･一貫した水系を集中監視制御する広域集中rl刈

御システム及び配水管路網を制御する配水管路綱制御システ

ムに分類することができる｡

以‾F■,各システムの例について説明する｡

4.1小規模遠方監視制御システム例

このシステムは,監視制御項目数が多く,即応性を必要と

するところで対象子んカが少ないケースである｡図3は本シス

テムの構成を示すものである｡すなわち,浄水場を親局とL,

SPR740C

7

‡±===ミ圭
取 水 池

注:P =ポンプ

迅 =タイプライタ

___+

一
癖鞠牽

SPR 340C

‡ヒ==_!二===±
導水ポンプ場 浄 水 場

暮 暮

暮⊆===､三!.=⇒
送水ポンプ場

図4 広域集中制御システム 日立遠方監視制御装置SPR340C,SPR740Cを適用Lた広域集中制御

システムの適用例を示す｡

Fig.4 Block Di粥ram Of Supervisory Cont｢oISystem on Wide Range Wate｢Supply

配 水 池 配水ポンプ場
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取水場,配水場を子局とし,浄水場より一括制御するシステ

ムである｡浄水場の制御は自所内制御盤により行なわれる｡

4.2 広域集中制御システム例

図4は広ゴ或集中制御システムの適用例を示すものである｡

本システムは取水池,導水ポンプ場,浄水場,送水ポンプ場,

配水池,配水ポンプ場など広域にわたり散在する設備を中央

管理所から集中管理するシステムである｡親局の制御用電イ･

計算機は本システムの制御の中核をなすもので,水量,水質

の安全確保,及び‾最適運用による効率運転を目的とした自動

図5 監視盤と監視制御卓の外観 監視盤(後)と監視制御卓(前)の部

品正面配置は,人間工学的に行なうことが重要である｡

Fig.5 Exte｢nalView of ControIBoard and ControITable
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図6 配水管路網制御システム

路網制御システムの適用例を示す｡
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運転を行なう｡監視には監視盤とカラーグラフィック ディス

プレイ(以下,CRTと称す)を併用した｡CRTはプロセス

の一一部の運転状態,故障状態を詳細に表示し,必要なときに

必要な情報を監視できるようたしている｡監視盤はプロセス

系統全体を集約して表示し,プロセス全体の動作が常時監視

できるようにしている｡また電了一計算機ダウン時にはバック

アップ運転に必要な最小限の表示を行なっている｡

浄水場は監視制御項目が多いので,大容量遠方監視制御装

置SPR340Cを適用した｡その他の取水場,導水ポンプ場な

どのように広J或にわたって散在し,監視制御項目数が比較的

少ない機場には経済性を考慮して1:N集中遠方監視制御装

置SPR740Cを適用した｡図5は監視盤,監視制御卓の外観

を示すものである｡

4.3 配水管路網制御システム例

配水管路網制御は,需要端で必要とする水量を供給するた

め水圧,流量管理を行なうものである｡配水管路網は給水区

域に散在しているが,情報量が少なくまた伝送遅れによる制

御への影響もほとんどないので,末端計測点を孫局としそれ

らのデータを数局分ずつまとめる子局を設置し,それらを統

合する親局を設けたハイアラキ ンステム構成とした｡図6は

その適用例を示すものである｡

B 結 吉

本稿は,上水道の遠方監視制御システムとその代表例につ

し､て説明した｡上水道のみならず,下水道,農耕用水なども

今後ますます需要が増大し,設備が大形化,広域化するとと

もに集中管理が必要になってくる｡今後は各プロセスの円滑

な運転,高効率な経済運転及び省力化をめざしたトータルシ

ステムとして,電子計算機制御を含めた調和のとれたシステ

ムを開発してゆく所存である｡

終わりに臨み,本稿作成に御協力いただいた関係各位に対

し深く謝意を表わす次第である｡
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N集中遠方監視制御装置SPR740C.アナログ搬送テレメータを適用Lた配水管

Fig･6 Block Di粥ram Of Supervjsory Co=trOISystem on Water Distribution Networks
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